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[ 横浜市民ギャラリーあざみ野 ] 

平成 31 年度業務計画及び収支予算 
[ 公益財団法人横浜市芸術文化振興財団 ] 

 

※ 文中の事業欄において、 

●：主催事業。○：共催事業 を示します。 

※ 文中の達成指標欄において、 

□：定量的指標。■：定性的指標 を示します。 

 

１ 施設の概要 

施 設 名 横浜市民ギャラリーあざみ野 

所 在 地 青葉区あざみ野南一丁目 17 番地３ 

構造・規模 鉄筋鉄骨コンクリート造地上３階・地下１階 

敷地・延床面積 敷地面積 4,283 ㎡  延床面積 7,899 ㎡／専有面積 1,975 ㎡ 

開 館 日 平成 17 年 10 月 29 日 

 

２ 指定管理者 

団 体 名 公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団 

所 在 地 横浜市中区山下町２ 産業貿易センタービル１階 

代 表 者 理事長 近藤誠一 

設立年月日 平成３年７月 10 日 

指 定 期 間 平成 27 年４月１日から平成 32 年３月 31 日まで 

 

３ 指定管理に係る業務方針 

（１）基本的な方針 

【指定管理期間中の使命】 

 横浜市が進める「文化芸術創造都市の全市展開」における地域活性化のモデルケースとして、指定

期間第３期の基本コンセプト「アートでつなぐ横浜らしいまちづくり」の実現に向け、横浜市北部地

域での存在感を高め、より一層のまちの魅力・活力の創出に取り組みます。 

 

【総合的な方針】 

１ アートで横浜らしいまちづくり 

  横浜らしい特色のある芸術文化を横浜の北部地域から発信し、まちの賑わいづくりやコミュニテ 

ィの活性化を図り、「誇れるまち・住み続けたいまち」の進展に貢献します。アートと日常生活の関

係を中長期的なテーマとして捉え、横浜市北部地域をはじめとする市民が大人から子どもまで集

い、アートと触れ合うことで、地域での生活、暮らしの場であるまちに活力を与えるような取り組

みを進めます。 
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２ アートで子どもの育みを応援 

  子どもは未来の宝です。アートの力で次世代を担う子どもの成長を応援します。豊かな感性や創

造性、表現力、コミュニケーション能力、思いやりの心、自立心の育みを応援します。開館以来、

当館の大きな柱である子どもへの取り組みをさらに充実させるとともに、学校との関係、地域との

関係を深め、子どもの生活とアートの力を結びつけ、全ての子どもにアートに触れる機会が行き渡

るように努めます。 

 

３ すべての人に開かれた運営  

  横浜市男女共同参画センター横浜北（以下「センター横浜北」という）と共に、年齢、性別、人

種、国籍、障がいの有無などに関係なくすべての人を受け入れ尊重し、開かれた施設運営を行いま

す。 ハード・ソフトのバリアフリー化のさらなる促進、誰もが参加できるアートプログラムの協

働実施、障がい者によるアートの発信などに取り組みます。 

 

（２）31 年度の業務の方針及び達成目標 

【全体業務について】 

 第３期指定管理期間の最終年を迎え、この５年間で目標として掲げた事項の「達成度」を最終検証

し、達成した事項については継続的な維持・発展を担保すると共に、未達成事項についての期間内達

成を目指します。 

 当館が将来にわたり、ここ横浜北部において創造性溢れる表現活動を幅広く育み、人と人とが交流

する市民と創造活動の「出会いの場」であり続けるための基盤を確立します。 

 

① 事業について 

一般的な美術（ファインアート）というジャンルはもちろん、その枠を超えた表現の新たな動向

を紹介し、創造性溢れる表現活動を幅広く育みます。企画展や通年で行っているアトリエ事業等の

内容を一層充実させ、市民が美術に触れる機会(鑑賞・参加)を数多く提供します。 

企画展は、例年通り年間３事業を夏・秋・新春に実施します。夏休み期間には、子どもとアート

を結びつける総合的なイベント「あざみ野こどもぎゃらりぃ」、芸術の秋には、新しい表現に取り組

む才能豊かな新進アーティストに光をあてた「あざみ野コンテンポラリー」、新春には、横浜市の貴

重な財産（資産）である「横浜市所蔵カメラ・写真コレクション」（以下「カメラ・写真コレクショ

ン」という）を活用した展覧会と現代の写真表現を紹介する展覧会を併催した「あざみ野フォト・

アニュアル」を行います。企画展全体を通し現在進行形のアート体験ができる施設としての特色を

発信します。 

アトリエ事業では、「市民のためのプログラム」として初心者から上級者までそれぞれのニーズに

応える幅広いプログラムを開催し、創作の楽しさを通してアートをより身近に感じていただくこと

を目指します。また、当館所蔵のカメラ・写真コレクションを活用したプログラムや地元地域連携

プログラムの内容を更に充実させます。 

「子どものためのプログラム」は、年齢別のきめ細かいプログラム構成により、アートを通して

子どもの感性を磨き、主体性を伸ばすと共に、創造の喜び、コミュニケーション力、思いやりの心

を持った次代の市民を育てます。 

「あざみ野カレッジ」では、アートというジャンルに捉われない幅広い分野や横浜市北部地域で
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活動する市民団体や企業からの講師陣も配し「街の再発見」につながる展開を図ります。加えて、

美術分野に特化した専門的な講座を開催することで、アートに関わる人々へのニーズにも応えま

す。 

本年度は、「横浜音祭り 2019」(以下、「音祭り」という)開催年にあたります。フェスティバル実

行委員会との事業連携や広報協力等を通し、単なるコンサートの開催にとどまらず横浜北部におい

てのフェスティバル発信拠点を担います。 

アウトリーチ事業では、横浜市芸術文化プラットフォーム事業を継続実施するほか、当館独自 

に横浜北部地域の小・中学校、公共施設、地元企業や団体等との連携による事業を企画実施します。 

センター横浜北との共催事業においては、単に施設の賑わい創出という枠を越え、周辺地域の「ま

ちづくり」に貢献するような事業を展開します。また、両者の専門分野を融合させた事業実施にも

挑戦します。 

大学等の教育機関と協働しインターン実習生・博物館実習生の受入や事業連携を引き続き拡充

し、次世代のアート界におけるインフラを担う人材育成に注力します。 

 

② 運営について 

引き続き「ホスピタリティの向上と公平・公正」を運営の基本とします。利用者にとっての安全

安心を第一に、バリアフリーの推進、災害時等の適切な対応等をセンター横浜北との協働で推進し、

利用者にとって居心地のよい施設運営を行います。利用者をはじめ幅広い市民の意見を取り入れ、

施設運営に反映させます。市民が主体となって芸術に関わる、貸館での展示利用やワークショップ

については、利用者の文化芸術活動が最大限発揮できるよう専門的なサポートを行います。    

貸館での展覧会をより多くの市民に見ていただき、展示する側と見る側の交流を豊かにしていく

ことが「まちづくり」に重要な役割を果たすと考えられることから、貸館による展覧会の広報支援

強化に取り組みます。 

 

③ 管理について 

安心で明るく使いやすい施設管理に取り組みます。「アートフォーラムあざみ野」の施設・設備の

維持管理業務を共同で担うセンター横浜北及び管理委託会社と情報を共有し、ＰＤＣＡを徹底し、

施設の長寿命化や環境への負荷軽減に向けた管理を行います。 

横浜市民ギャラリーあざみ野の専有設備等については、ギャラリーとしての高い水準を維持し、

長寿命化を図るために、引き続き丁寧な維持管理と経費管理を行っていきます。 

また、市民の貴重な財産であるカメラ・写真コレクションの整理・保存を適切に行うとともに、

当資料の将来に向けた効果的な活用策について横浜市に提言し、市とともに実現に向けた検討を進

めます。 

 

４ 業務の取組と達成指標 

（１） 事業について 

ア 市民の文化芸術活動の支援について 

[取組内容] 

●市民自ら行う文化芸術活動の「きっ

かけづくり」や継続的な活動、より

[達成指標] 

初級者向けの基礎を習得するワークショップ、中級者向けの

技術や表現の向上をアーティストから学ぶワークショップ
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専門的な活動をお手伝いします。 

 

 

 

 

 

●さまざまなジャンルの達人やプロフ

ェッショナルによる講座やワークシ

ョップで大人の知的好奇心を刺激し

ます。 

 

 

 

 

●複合施設の特徴を活かし、センター

横浜北との共同企画でアートフォー

ラムあざみ野の賑わい創出や顧客開

拓につながる事業を実施します。 

 

 

●日ごろ文化芸術に触れる機会の少な

い市民を対象としたアートの出前事

業を行い、市民交流やコミュニティ

の活性化を図ることで創造的なまち

づくりを推進します。 

を実施 

□市民のための講座・ワークショップ  

年 10 コース以上 

年間参加者 延べ 800 名以上 

□平均満足度 4.6 以上 

 

生活の中にある様々なテーマをとりあげる学びの場 

□あざみ野カレッジ 

アート関連       年４回 

 地域ほか広範囲な題材  年４回 

 専門性の高い実践講座  年３回 

 年間参加者 300 名以上 

□平均満足度 4.5 以上 

 

■様々なジャンルのアートに取り組み、地元地域への幅広い

新規顧客を開拓 

□あざみ野サロン 年４回 

 ・企画展関連事業、その他舞台系 年３回 

・音祭り関連事業        年１回 

 

□地域アウトリーチ及び派遣型アウトリーチ 年１回 

□市民協働/地域連携型  年１回 

 

イ 子どもたちをはじめとする、次世代育成について 

[取組内容] 

●アートを通し子ども達の感性を磨

き、主体性を伸ばすとともに、創造

の喜び、コミュニケーション力、思

いやりの心を育みます。 

 

 

 

                  

 

 

 

 

[達成指標] 

子ども達が主役となって、アートを鑑賞するだけでなく、体

感し楽しむことのできる、子どものための展覧会。ワークシ

ョップも併催（８月に開催）。 

□「あざみ野こどもぎゃらりぃ 2019」 １回 

  来場者 3,500 人以上 

□ 展覧会内でのワークショップ １回以上実施 

 

アトリエを会場に子ども達がアートと触れ合う事業を実施 

□アトリエ事業の年間参加者 延べ 9,000 人以上 

①親子を対象とした、粘土、紙、絵具で遊びながら学べる、

造形・創造活動 

□親子のフリーゾーン（幼児と児童、保護者対象）月３回  
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□親子で造形ピクニック（個別支援学級や特別支援学校に通

う親子対象） 月１回 

 

②プログラムごとに対象年齢を設定し、体験することを大切

にした幼児・児童向けの多彩なワークショップ 

□ 幼児向け講座 年７回 

□ 児童向け講座 年６回 

□ 平均満足度 4.6 以上 

 

③文化芸術面からの学校支援を行います。 

□造形活動による学校支援 年 10 回程度 

□学校アウトリーチ 

 横浜市芸術文化教育プログラム    ３校以上 

 カメラ・写真に関連するアウトリーチ １校 

□教師のためのワークショップ     年１回 

□教師のためのワークショップ成果展「横浜市立中学アニメ

フェスティバル 2019」 年１回 

 

ウ アーティスト・クリエーターの支援と創造性を活かしたまちづくりについて 

[取組内容] 

●新しい表現に取り組む才能豊かな新

進アーティストを発掘し、紹介する

だけでなく、市民とアーティストの

交流の場を設けて応援したくなる仕

掛けをつくる。 

 

○ミニギャラリーを設置し若手アーテ

ィストや障がいのある人たちのアー

ト作品を発表する場を提供します。 

 

 

○センター横浜北との協働関係をさら

に強化し、文化芸術と男女共同参画

の理念を融合した事業や新たな利用

者を開拓する事業を展開すること

で、魅力あるまちづくりにつなげま

す。 

 

 

 

[達成指標] 

企画展の関連事業として市民とアーティストが交流する事

業（トークイベント、ワークショップなど） 

□コンテンポラリー展及びフォトアニュアル会期中 年４回 

 

 

 

ホワイエに設置した展示ケースで新進アーティストや障が

いのある人たちの小展示 

□ショーケースギャラリー  年４回 

□フェローアートギャラリー 年４回 

 

①横浜のアーティスト、地域の方々が出演 

□ロビーコンサート 年 24 回 

 （ジュニアコーラス成果発表会１回を含む） 

□ジュニアコーラスワークショップ １コース 

 

②アーティストや障がいのある人たちのアート作品を発表・ 

販売する場を支援 

□あざみ野マルシェ/アートワゴン 年８回以上 
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○地域の人材を活用し、協働を強化し

ます。アートサポーターの活動を拡

大し、運営や広報活動への積極的な

参加を促します。地元の団体やマイ

スターを活用した講座やワークショ

ップを実施します。 

 

○青葉区が主催及び実行委員会形式で

展開する事業への協力や横浜市北部

４区の大学と連携を図り、人材の交

流やコミュニティの活性化を推進し

ます。 

③文化芸術と男女共同参画の協働事業実施 

□昨年度実施したアートフォーラムフェスティバル時の調

査アンケートや専門家の意見を参考に、講演会、映画会等

の開催 年１回 

 

④アートサポーターとの協働 

□ワークショップ 年２回以上 

 

⑤全館挙げてのイベント 

□アートフォーラムフェスティバル 2019 への参画 

 

 

□あおば美術公募展への協力     ７月 

□青葉区民芸術祭への協力      11 月 

□フォトジェニック青葉への協力   12 月 

□大学との情報共有や事業連携を図る 随時 

 

エ 横浜らしい先進的な文化芸術の市民への発信について 

[取組内容] 

●市民が同時代に創造されている表現

に出会う場を提供することで、文化

芸術を身近に鑑賞・体験できる拠点

としての機能を発揮し、コンテンポ

ラリーアートの振興に貢献します。 

 

●横浜北部の芸術拠点として、音祭り

関係の情報発信や事業を実施するこ

とで横浜北部における当フェスティ

バルの盛り上げに寄与します。 

[達成指標] 

□企画展「あざみ野コンテンポラリーVol.10」（10月） 

来場者3,000人以上 

□平均満足度4.6以上 

 

 

 

□音祭り関連事業 １回以上開催 

 ・あざみ野サロン内：１回 

 ・館内モニター等でのプロモーション動画上映 

 ・チラシ配布、ポスター掲示など 

 

オ カメラ・写真コレクションの展示・保存・調査研究・教育普及について 

[取組内容] 

●コレクションを最適な環境で保存

し、貴重なコレクションを劣化させ

ることなく、次代に引き継ぎます。 

 

 

 

●コレクションを活用した鑑賞の機会

[達成指標] 

■データベース整備 

・作品の状態確認、修復 

・データの有効活用法を検討 

■収蔵環境の調査を実施 

・貸出、熟覧への柔軟な対応 

 

①『フォト・ヨコハマ』の時期に合わせ、カメラ・写真コレ
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を提供し、カメラ・写真ファンの要

望に応えるとともに、市民に分かり

やすくカメラや写真の歴史を伝え、

カメラ・写真文化に親しんでいただ

きます。同時に、現代の写真表現を

紹介することで、日本における写真

発祥の地の一つといわれる横浜市の

映像文化都市づくりに貢献します。 

クション＆写真企画展を実施 

□「あざみ野フォト･アニュアル」来場者 3,000 人以上 

□平均満足度4.6以上 

②テーマを設定し、ロビーに設置したケース内で紹介する小

展示  

□「Gallery in the Lobby」 年４回  

③ワークショップや講座、解説を通じて、カメラや写真制作

に関わる理解を推進 

④「アートあざみ野」コラムでコレクション解説を掲載 

□「ギャラリー オン ザ マガジン」 年４回 

⑤東京都写真美術館、日本カメラ博物館、横浜美術館などの

専門機関と協力・連携 

 

（２）運営について 

ア 市民の文化芸術活動の支援について 

[取組内容] 

●貸館 

 利用の際のアドバイスを充実させ、

利用者の制作活動や発表の場で最大

限の成果が得られるように支援しま

す。 

 

●文化芸術創造活動発表を行う団体等

への各種支援 

 施設利用者の広報協力ほか専門施設

ならではの支援をします。また、ご利

用を検討中の方や利用抽選に外れた

方への丁寧な対応をします。 

 

 

●施設提供に関する利用者サービスを

実施します 

[達成指標] 

□利用率の目標 

 展示室Ⅰ、Ⅱとも    100％ 

 アトリエ コマ単位   63％ 

      日にち単位  93％ 

      夜間コマ   36％ 

 

■展示構成の専門性の高いアドバイスの実施 

■広報の協力 

・展覧会情報を情報誌『アートあざみ野』で紹介 

・チラシや案内ハガキをエントランスに判りやすく配架 

・展覧会の会場写真をホームページで紹介 

■貸館利用問合せへの的確で丁寧な応対、現場視察への自由

度の高い対応 

 

■ホームページでの施設情報提供 

■市内外ギャラリー情報の提供 

■利用期間中の物品預かり 

■２つの割引継続実施（夜間割引、学生割引） 

■施設空き情報の即時公開システムの運用 

 

イ 利用促進、利用者サービスの向上及びアイディア、ノウハウの提案について 

[目指す成果] 

●利用者/来館者の声を常に最前線で

[取組内容及び達成指標] 

□アンケートによる展示室利用者の満足度 4.6 以上 
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聞き、サービスを向上させ、利用者満

足度を高めます。また、来館者だけで

なく、潜在的なニーズを把握し、来館

者増につなげます。 

 

●要望や苦情への対応、運営改善 

 

 

 

 

 

■利用者のクレームや意見を館内職員で情報共有し、迅速な

運営改善につなげます。 

 

ウ 組織的な施設運営について 

[取組内容] 

●専門職員、管理・運営職員ともに適切

な人材を配置 

 

 

 

 

 

●適切かつ効果的な勤務体制を確立 

 

 

 

 

 

 

 

●切れ目のない責任体制の維持 

 

[達成指標] 

□人材の配置について 

項目 人数 備考 

館長 １人  

副館長 １人  

職員 ８人  

臨時職員 ３～５人 短時間勤務 

 

□勤務体制について 

基本：早番（ 8：45～17：30）２名 

   遅番（12：30～21：15）２名 

   （全職員によるローテーション制） 

■繁閑に応じて柔軟なシフトを組み、職員のワークライフバ

ランスに合わせた勤務と効率的な運営を両立させ、良質な

利用者サービスを提供します。 

 

■館長・副館長不在時の代行者を明確にし、責任体制を維持

します。 

 

エ 横浜市の重要施策を踏まえた取組みについて 

[取組内容] 

 

 

 

 

●適正な個人情報保護・情報公開 

 

 

●人権尊重 

 

[達成指標] 

横浜市の発信する情報や指定管理者研修会への参加等を通

して重要施策を理解し、積極的に協力します。 

また、当財団のコンプライアンス委員会における議論や情報

を共有し、職員のコンプライアンス意識を高めます。 

■個人情報は規程及びマニュアルに基づき適切に取り扱い

ます。 

 

■すべての人に開かれた施設として公平・公正な施設運営の

ため、人権尊重の取組みを大切にします。 
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●環境への配慮 

 

 

 

 

●市内中小企業への優先発注 

■ゴミを適切に分別し、排出量を抑えます。利用者にはゴミ

の持ち帰りの原則を徹底し、必要な場合はゴミ袋を有料で

販売します。 

■電気とガスの使用量を前年度並みに抑制します。 

 

■物品購入・委託等は、アーティスト指定や市外業者のみが

取り扱うものを除き、市内業者に発注します。 

 

（３）管理について 

ア 施設及び設備、備品の維持保全及び管理について 

[取組内容] 

●共用部分については、アートフォー

ラムの中長期修繕計画を策定し、そ

れに基づく管理を適性に実施すると

ともに必要な経費を負担します。 

 

 

 

 

 

 

 

●専有部分についても中長期的な視点

に立ち、総合的な保全管理に取組み

ます。 

[達成指標] 

アートフォーラムでは、日常的に共用部分・専用部分の区別

無く、全職員（横浜市民ギャラリーあざみ野、センター横浜

北、管理委託会社）が協力して、施設・設備・備品の維持管

理を行います。 

□電気・空調・衛生設備・昇降機点検、建築基準法 12 条 

に基づく点検 法定通り実施 

□ＡＥＤを設置 操作研修 年１回 

□センター横浜北、管理委託会社との管理検討会 年１回  

□横浜市が策定する「維持保全の手引き」及び「施設管理者

点検マニュアル」に基づく点検・報告 随時 

 

□展示室壁面の塗り直し  年１回 

■展示室、アトリエ貸出備品の点検・整備 随時 

■第３期指定期間内における修繕、設備・備品更新などに関

する提案 

 

イ 小破修繕への取組 

[取組内容] 

●小破修繕については、センター横浜

北および管理委託会社・設備点検業

者とともに、遺漏無く早期発見、対応

を行い、建物・設備の長寿命化を図り

ます。また、クレームの無い、快適な

環境を維持します。 

[達成指標] 

■不具合を早期発見し、修繕必要箇所に迅速に対応します。 

■適切で効率的な維持保全及び管理により、良好な状態を保

持し、クレームの無い快適な環境維持を目指します。 

 

ウ カメラ・写真コレクションの適切な収蔵、保管について 

[取組内容] 

●貴重なコレクションを良好な状態で

[達成指標] 

□収蔵庫内環境は、年間通して温度 20℃±2℃、 
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次代に引継ぎ、最大限活用するため

に、適切な収蔵、保管にあたります。 

 

 

 

湿度 50％±2％ 

■pH 値を定期的に測定し、測定結果に応じたケミカルフィ

ルターを設置 

□文化財喰害虫生息調査 年８回実施 

□庫内点検、定期的な清掃を実施 月１回 

■専門機関と協力・連携 

 

 エ 事故防止策・緊急時(防犯)の対応、防災に対する取り組みについて 

[取組内容] 

●アートフォーラムでは、全職員（横浜

市民ギャラリーあざみ野、センター

横浜北、管理委託会社）が、日常的に

危険箇所や不審者等を早期に発見

し、対処します。 

 

●緊急時には「利用者の安全第一」と

「迅速さ」を基本方針として対応し

ます。 

 

 

●防災の取組みとして近隣の防災拠点

としての役割を担います。 

[達成指標] 

■これまで蓄積してきた各種マニュアルを常に見直し、新た

な危機の想定など、必要に応じた更新・改訂をしていきま

す。 

 

 

 

■安全管理マニュアルを見直し、必要に応じて更新します。 

■常に全職員がマニュアルを理解するように定期的確認行

動を図り、危機の際には「アートフォーラムあざみ野」全

職員が一致して対応します。 

 

□センター横浜北との合同防災訓練 年２回 

□帰宅困難者一時滞在施設対応訓練 年１回 

 

（４）その他 

ア 広報の充実について 

[取組内容] 

●ホームページの内容を充実させ、最

新の情報を発信します。 

 

 

●より多くの市民に情報が行き渡るよ

うに様々な広報媒体を活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

□ホームページ更新 週１回以上 

□ホームページアクセス件数 年間 50 万件以上 

□メールマガジン 月１回の定期配信 

 

□情報誌「アートあざみ野」 年３回以上発行 

□企画展の広報 有料広告等の効果的な活用 

■無料媒体（フリーペーパー、「広報よこはま」など） 

月１回以上掲載 

■事業内容や想定対象層等を踏まえて、効果的な媒体を選択

し、コストパフォーマンスの高い集中広報を行います。 

■Facebook による情報発信     随時更新 

■Twitter による情報発信      随時発信 

■チラシの新聞折込による情報発信 適宜 
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○センター横浜北との広報協力を行

い、相乗効果を発揮します。 

■センター横浜北との随時情報交換 適宜 

 

５ 収支について 

（１）指定管理料のみに依存しない収入構造について 

 [取組内容] 

●自主事業の一部については、指定管 

理料を充当せずに行います。 

 

●利用料金収入を安定的に確保しま

す。 

 

●助成金・協賛金、現物協賛の獲得を目

指します。 

[達成指標] 

□収支ゼロ若しくは黒字で行う自主事業 年間 100 万円以上 

 

 

□利用料金収入（施設・駐車場） 年間 1,326 万円以上 

 

 

□助成金を２件以上申請。協賛金・広告料とあわせて外部資

金を獲得 年間 100 万円以上 

 

（２）経費削減等効率的運営の努力 

[取組内容] 

○経費削減、効率的運営を行います。 

[達成指標] 

■センター横浜北とも協力し、施設管理にかかる委託費を前

年度並みに抑制 

 

６ PDCA サイクルの確実な運用 

[取組内容] 

●PDCA サイクルの基本指標となる日

報、月報の作成・管理を確実に行いま

す。 

 

●事業計画書・事業報告書の作成・管理

を行います。 

 

●業務評価を実施します。 

[達成指標] 

□業務日報の作成        毎日 

□月報と月締め完了確認書を作成 年 12 回 

□モニタリング         月１回 

 

□事業計画書・事業報告書の作成       １回 

 事業計画に沿って成果が見える報告書を作成 １回 

 

□月例モニタリング    月１回 

□自己評価（仮決算含む） 年２回 

 

７ その他 

[取組内容] 

●市民の生命と安全を守ることを第一

義として、適切な保険に加入し、万一

に備えます。 

 

 

[達成指標] 

〇施設賠償保険は館内すべてを対象とするため、アートフォ

ーラムあざみ野としてセンター横浜北が契約し費用につ

いては応分負担します。 

●作品借用や施設外事業、ボランティアに係る保険契約につ

いては、個別に契約し、賠償請求について対応します。 
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●関係法令を順守し、公的機関として

の役割を果たします。

●よりよい市民サービスの提供を目指

し、市及び関係機関との連絡調整を

行います。

■現行の関係法令を遵守するとともに、法令改正に気を配

り、契約等の前に確認を行います。

■事故や不具合時は即日報告とし、随時共有します。



平成31年度　横浜市民ギャラリーあざみ野　事業一覧　

No. 実施時期
主催・共

催・協力等
事業名 会場 事業内容

入場者・参加者数
見込み合計（人）

実施回数

1 通年 主催
市民のためのプログラム（中級編）
「ヌードクロッキー」５コース

アトリエ 中級者向けの技術や表現の向上を学ぶ講座 370 20

2 ４月‐６月 主催
市民のためのプログラム《カメラ･写真関連》
（初級者向け）

アトリエ 初級者向けの基礎を習得するワークショップ 70 5

3 ５月‐７月 主催 市民のためのプログラム《陶芸》（中級者向け） アトリエ 中級者向けの技術や表現の向上を学ぶ講座 70 5

4 10月‐12月 主催
市民のためのプログラム《デッサン》（初級者向
け）

アトリエ 初級者向けの基礎を習得するワークショップ 120 7

5 11月‐12月 主催 市民のためのプログラム《染色》（初級者向け） アトリエ 初級者向けの基礎を習得するワークショップ 50 3

6 未定 主催
市民のためのプログラム《水彩画》（初級者向
け）

アトリエ 初級者向けの基礎を習得するワークショップ 100 5

7 通年 主催
「アーティストに学ぶ」
ｼｮｰｹｰｽｷﾞｬﾗﾘｰ関連ワークショップ

アトリエ
企画展やショーケースギャラリー出品者を講師に、制作技法や表現
法を学ぶ。

20 1

8 通年 主催 あざみ野カレッジ アトリエ
幅広いジャンルの、大人の知的好奇心を刺激する講座やワーク
ショップを通して、地域づくりやまちの活性化につなげる。

300 11

9 通年 共催 あざみ野サロン レクチャールーム　他
様々なジャンルのアートに取り組み、地元地域への幅広い新規顧
客を開拓。（企画展関連、その他舞台系）

300 3

10 未定 主催 地域アウトリーチ事業 施設外
地域で活躍する市民と協働し、アートを通した市民の交流、まちの
賑わいづくり、コミュニティ活性化を目指す(当館のミニ展示の巡回、
もしくは関連展示を他施設で開催）。

― 1

11 ６月-８月 主催
 あざみ野こどもぎゃらりぃ2019（企画展①）
*小学校ｱｳﾄﾘｰﾁ(写真)含む

展示室１、２
様々なかたちでアーティストや表現に出会う子どものための展覧
会。アートサポーターによる自由参加型のワークショップ等も併催。

3,500
1

(関連企画1以上）

12 通年 主催 親子のフリーゾーン アトリエ
絵の具、粘土、紙という子ども自身が楽しめる素材での遊びを通し
て、造形への自発的な取り組みを育む造形広場。親子参加対象、
毎月3回実施。

8,800 36

13 通年 主催 親子で造形ピクニック アトリエ
特別支援学校や個別支援学級に通う子どもと保護者を対象に自分
のペースで取り組むことのできる造形広場。毎月1回

180 12

14 通年 主催 子どものためのプログラム【幼児向け講座】 アトリエ
「みんなであそぼう！」（年中相当）、「やってみよう！」（年長相当）な
ど年齢に応じた内容で造形に親しむ講座を実施。

140 7

15 通年 主催 子どものためのプログラム【児童向け講座】 アトリエ
「つくってみよう！」（低学年）の講座のほか、複数回でじっくり作品を
仕上げる講座など。

120 6

16 通年 主催
学校支援事業
造形活動による学校支援

アトリエ
特別支援学校や個別支援学級など、学校単位の校外活動としての
造形プログラムを実施。年間10校程度を受け入れ予定。

200 10

17 通年 主催
学校支援事業
横浜市芸術文化教育プラットフォーム 学校プ
ログラム

市内小・中学校
「横浜市芸術文化教育プログラム」にｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとして参加。近隣
の小中学校を対象に、ｱｰﾃｨｽﾄを起用し美術・映像等をテーマとした
アウトリーチ事業を実施する。目標：3校以上。

200 3

18 ７月-９月 主催
学校支援事業
近隣小学校でのカメラ・写真に関するワーク
ショップ

市内小・中学校
近隣小学校において写真ワークショップを開催し、その成果展を「あ
ざみ野こどもぎゃらりぃ」で開催

210 6

19 ８月 主催
学校支援事業
教師のためのプログラム

アトリエ
中学校の美術教師を対象にｱﾆﾒｰｼｮﾝ制作の実践的なワークショッ
プを行い、美術教育現場での展開をサポート。

10 1

20 未定 主催
学校支援事業
教師のためのWS成果展「横浜市立中学アニメ
フェスティバル2019」(仮)

アトリエ
「教師のためのプログラム」ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの内容を実践した成果を教
師・生徒から発表、アーティストを交えた交流とさらなるフィードバッ
クを行い、教育現場の活性化を目指す。

40 1

21 通年 主催 ショーケースギャラリー エントランス
エントランスロビーに設置した展示ケースで今後活躍が期待される
若手アーティストの作品を展示。

― 4

22 通年 主催 フェローアートギャラリー ２階ロビー
障がいのある人たちの多様な表現を紹介することを通して、障がい
のあるなしを超えた豊かな関係性が築かれていくことを目指す。共
有スペースに展示。

― 4

23 通年 共催 【ｾﾝﾀｰ横浜北共催事業】ロビーコンサート エントランスロビー
地域の音楽団体との協働により内容を構成し、気軽にアートフォー
ラムを楽しんでいただくためのロビーコンサート。男女共同参画ｾﾝ
ﾀｰ横浜北と共催。原則月2回年24回を予定。

2,040 24
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No. 実施時期
主催・共

催・協力等
事業名 会場 事業内容

入場者・参加者数
見込み合計（人）

実施回数

24 11月-12月 主催 クリスマスジュニアコーラス アトリエ、ロビー他
地域を中心とした小学生対象の合唱ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ。10回程度の練習と
ﾛﾋﾞｰｺﾝｻｰﾄでの成果発表により、地域のコンサート来場者へお披露
目を行う。

300 10

25 通年 主催 あざみ野マルシェ/アートワゴン エントランスロビー
アーティストや障がいのある人たちのアート作品や生産品を発表・
販売する場を支援。

― 8

26 10月 主催
文化芸術と男女共同参画の協働事業
(講演会･映画会等)

レクチャールーム等
平成30年度に実施した、男女共同参画センター横浜北と市民ｷﾞｬﾗ
ﾘｰあざみ野の共同事業に関する市民ｱﾝｹｰﾄを踏まえ、双方の課題
をクロスさせたテーマによる講演会･映画会等の開催を予定。

80 1

27 通年 主催
ｱｰﾄｻﾎﾟｰﾀｰによるﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（子どもの日、ｸﾘｽ
ﾏｽ）

エントランスロビー
アートサポーターや市民団体と一緒に子ども向けのワークショップ
等を行い、多様な年齢層が交流する場をつくる。

300 2

28 10月 共催
【ｾﾝﾀｰ横浜北共催事業】アートフォーラムフェ
スティバル2019

アートフォーラム全館
地域の方によるｼｮｯﾌﾟ出店や男女共同参画に関わる展示、市民ｷﾞｬ
ﾗﾘｰ主催のﾏﾙｼｪやｱﾄﾘｴ・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟなど多彩なｲﾍﾞﾝﾄで広くｱｰﾄﾌｫｰ
ﾗﾑに親しんでいただく、ｾﾝﾀｰ横浜北との共催で行うﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ。

4,000 1

29 ７月 共催 あおば美術公募展 展示室１、２ 青葉区が主催及び実行委員会形式で展開する事業への協力。 ― 1

30 11月 共催 青葉区民芸術祭作品展 展示室１、２ 青葉区が主催及び実行委員会形式で展開する事業への協力。 ― 1

31 12月 協力 フォトジェニック青葉フォトコンテスト 展示室1
青葉区主催の写真コンテストへの審査員派遣（館長）等による事業
実施協力。

― 1

32 通年 主催 大学連携 ―
横浜北部地域の大学と連携したインターンの受け入れや、施設とま
ちの魅力づくりの活動。または全国の美術系大学や専門組織と連
携した人材交流などを実施（博物館学実習の受け入れも含む）。

― ―

33 10月 主催 あざみ野コンテンポラリーVol.10(企画展②） 展示室１、２
「美術」という表現にとどまらない、現代のアーティストのさまざまな
表現活動を紹介する展覧会。

3,000
1

(関連企画4）

34 ８月-11月 主催 横浜アーツ・フェスティバル関連事業※音祭り レクチャールームほか 「横浜音祭り2019」との連携事業、地域への発信・広報協力を行う。 100 1

35 通年 主催 カメラ・写真の保存・修復、データベースの整理 展示室１、２
「横浜市所蔵カメラ・写真コレクション」収蔵品の適切な管理・保存業
務。データーベース整理と公開。

― ―

36 １月-２月 主催 あざみ野フォトアニュアル（企画展③） 展示室１、２
所蔵品を公開するコレクション展と現代の写真表現を紹介する企画
展を同時開催。フォト・ヨコハマの連携事業。

3,000
1

(関連企画4）

37 通年 主催 Gallery in the Lobby エントランスロビー
「横浜市所蔵カメラ・写真コレクション」を広く紹介するために、各回
ごとにテーマを設け、エントランスロビーに設置したケースで展示。

― 4

38 通年 主催 情報誌「アートあざみ野」発行 - 自主事業の広報のほか、貸館イベントやコラムなどを掲載。 ― 4

39 通年 主催 ギャラリー オン　ザ　マガジン -
「横浜市所蔵カメラ・写真コレクション」の中から、魅力ある収蔵品や
資料の解説を情報誌「アートあざみ野」に掲載。

― 4
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（指定管理者が記⼊する様式）

収⼊の部 （税込、単位︓円）
当初予算額（A） 説明

161,590,000 横浜市より
8,200,000 展⽰室、アトリエの施設利⽤料。Ｈ29実績値に則した⽬標値を設定。
7,247,000 ⼊場料・講座料収⼊ほか。協賛⾦・助成⾦100万⽬標。事業に関わるｾﾝﾀｰ北からの負担⾦。
4,628,000

印刷代 10,000 利⽤者サービスとしての消耗品販売代、ポスター印刷代など
⾃動販売機⼿数料 900,000 飲料⾃動販売機⼿数料
その他（負担⾦等） 3,718,000 管理に関わるｾﾝﾀｰ横浜北からの負担⾦(消費税分増額有)・駐⾞場利⽤料、お弁当出店料、物販⼿数料等

181,665,000

⽀出の部
当初予算額（A） 説明

72,220,000

59,921,000 職員11⼈（産休職員含む）、臨時職員（常勤1⼈+短時間ｱﾙﾊﾞｲﾄ随時）、理事按分 事務局通知
8,138,000 事務局通知＋施設⽀出分
1,230,000 事務局通知＋事務室臨時雇⽤職員分
119,000 事務局通知＋施設⽀出分

2,812,000 事務局通知
3,502,500

100,000 研修・打合せ・調査のための出張交通費、⽇当
350,000 施設運営・事務に関わる消耗品（書籍・雑誌等は図書購⼊費）、雑⽀出（その他）等

0

200,000 封筒・名刺作成
200,000 施設広報、年報作成、Web経費等
499,000 電話、光ﾌｧｲﾊﾞｰ、ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ、Wi-Fi等利⽤代、郵便・切⼿代、宅配便等

1,346,500

横浜市への⽀払分 125,500 横浜市へ⽀払う⽬的外使⽤料（飲料⾃販機、お弁当屋さん）
その他 1,221,000 PC・ｺﾋﾟｰ機・ﾌﾟﾘﾝﾀｰ・AED・ﾏｯﾄ等ﾘｰｽ料、ｾｷｭﾘﾃｨｿﾌﾄ、NHK受信料等

140,000 耐⽤年数1年以上の要管理簿登録物品（⾳響照明映像機器･展⽰台等）の更新、新規購⼊
150,000 ｾﾝﾀｰ横浜北図書ｺｰﾅｰ閲覧⽤専⾨雑誌、学芸参考図書、新聞購読料
80,000 実績による。ｾﾝﾀｰ横浜北で契約し経費折半。

0 ｻｰﾋﾞｽ介助⼠資格取得者によるOJT等で対応
250,000 実績及び2019年2⽉からの値上げによる

0 300万円以上の物件のリース料
177,000 各種⼿数料（⼤型ごみ産廃）、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ⼿数料等

0

10,000 雑⽀出
34,730,000

34,730,000 ⾃主事業・共催事業、ｱｳﾄﾘｰﾁの経費、事業広報関係費、事業調査費。
58,157,500

14,000,000

電気料⾦ 9,210,000

ガス料⾦ 3,400,000

⽔道料⾦ 1,390,000

0 ⽇常清掃・定期清掃は、その他保全費(建物総合管理契約）に含む
1,600,000 施設・設備の修繕及び更新（ｾﾝﾀｰ横浜北との折半分を含む）
173,310 建物総合管理契約の⼀部

42,384,190

空調衛⽣設備保守 2,362,000 建物総合管理契約の⼀部
消防設備保守 515,000 建物総合管理契約の⼀部
電気設備保守 989,500 建物総合管理契約の⼀部（受変電、直流電流、⾮常⽤発電設備）
害⾍駆除清掃保守 7,166,000 建物総合管理契約の⼀部（清掃）※その他保全費に計上していた清掃費⽤を移動
駐⾞場設備保全費 542,820 建物総合管理契約の⼀部（駐⾞場管制装置保守）
その他保全費

30,808,870
建物総合管理（清掃以外）、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ、植栽、⾃動ﾄﾞｱ、ｺﾞﾝﾄﾞﾗ、監視ｶﾒﾗ、⾃動換気、給排⽔設備、電気/ｶﾞｽ器具、⾃
動灌⽔、冷⽔器、ｼｬｯﾀｰ、展⽰室・ｱﾄﾘｴ・収蔵庫保守、隔年＆3か年毎点検・作業、Windows10移⾏経費ほか

6,229,000

6,112,000 事務局通知に基づく
60,000 実績に基づく
57,000 事務局通知に基づく

6,826,000

6,826,000 間接事務費。総⽀出の約4％

181,665,000

0

⽀出合計
差引

その他（ 法⼈税 ）
事務経費 （計算根拠を説明欄に記載）
本部分
当該施設分

事業所税
消費税
印紙税

共益費
公租公課

設備保全費
機械警備費

清掃費
修繕費

⾃主事業費
管理費
光熱⽔費

その他（ 雑⽀出等 ）
事業費

地域協⼒費

リース料
振込⼿数料

⼿数料

施設賠償責任保険
職員等研修費

備品購⼊費
図書購⼊費

広報宣伝費
通信費
使⽤料及び賃借料

印刷製本費

消耗品費
会議賄い費

事務費
旅費

健康診断費
勤労者福祉共済掛⾦

社会保険料
通勤⼿当

⼈件費

収⼊合計

科⽬

給与・賃⾦

退職給付引当⾦繰⼊額

雑⼊

利⽤料⾦収⼊
⾃主事業収⼊

平成31年度 「横浜市⺠ギャラリーあざみ野」収⽀予算書及び報告書

科⽬
指定管理料
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